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沙
本
毘
売
伝
承
に
お
け
る
心
理
表
現
と
文
学
性
烏
谷
知
子
は
じ
め
に
沙
本
毘
売
伝
承
は
、
希
有
な
人
間
性
の
開
発
が
み
ら
れ
る
（
１
）と
評
さ
れ
、
心
情
表
現
語
の
群
を
抜
く
多
彩
さ
（
２
）や
、
「
不
忍
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
登
場
人
物
の
心
理
を
追
い
つ
め
て
い
く
力
強
さ
が
み
ら
れ
る
（
３
）な
ど
、
屈
指
の
文
学
性
を
そ
な
え
た
情
を
物
語
る
説
話
で
あ
る
。
沙
本
毘
古
の
「
夫
と
兄
と
孰
れ
か
愛
し
み
す
る
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
「
兄
を
愛
し
み
す
」
と
答
え
た
為
に
、
沙
本
毘
売
は
同
母
兄
の
謀
反
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
行
く
。「
愛
し
」
を
多
用
し
、「
哀
し
」
の
形
容
詞
を
用
い
て
、
登
場
人
物
の
会
話
文
や
行
為
の
再
現
と
い
う
手
法
（
４
）を
と
り
な
が
ら
、
兄
と
夫
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
て
揺
れ
動
く
毘
売
の
心
情
や
、
沙
本
毘
売
に
対
す
る
れ
出
す
よ
う
な
天
皇
の
愛
情
が
描
か
れ
る
。
天
皇
の
后
奪
還
の
願
い
も
む
な
し
く
、
毘
売
は
兄
が
殺
さ
れ
た
後
、
「
其
の
い
ろ
妹
も
、
亦
、
従
ひ
き
。
」
と
兄
に
殉
ず
る
の
で
あ
る
。
垂
仁
朝
に
設
定
さ
れ
た
物
語
に
お
け
る
兄
妹
の
絆
の
強
固
さ
に
つ
い
て
、
倉
塚
曄
子
は
姫
彦
制
の
古
代
的
な
紐
帯
の
終
焉
を
み
る
（
５
）。
沙
本
毘
売
は
な
ぜ
兄
に
殉
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
説
話
に
お
け
る
沙
本
毘
売
と
天
皇
の
心
理
表
現
を
追
い
な
が
ら
、
「
愛
」
と
「
哀
」
に
着
目
し
て
説
話
の
文
学
性
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
「
兄
を
愛
し
み
す
」
の
背
景
沙
本
毘
売
の
系
譜
垂
仁
記
の
系
譜
に
は
、
「
此
の
天
皇
、
沙
本
毘
古
命
の
妹
、
佐
波
遅
比
売
命
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
品
牟
都
和
気
命
一
柱
。」
と
あ
る
。
古
事
記
の
系
譜
は
天
皇
の
婚
姻
関
係
を
示
す
際
、「

の
女
○
○
を
娶
り
て
」
と
記
す
場
合
と
、「

の
妹
○
○
を
娶
り
て
」
と
記
す
場
合
に
大
別
で
き
る
。
「

の
妹
」
の
表
記
は
、
①
「
阿
多
の
小
椅
の
君
が
妹
、
名
は
阿
比
良
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
子
は
、
多
芸
志
美
々
命
。」
（
神
武
）、
②
「
此
の
天
皇
、
尾
張
連
が
祖
、
奥
津
余
曾
が
妹
、
名
は
余
曾
多
本
毘
売
命
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
（
中
略
）
大
倭
帯
日
子
国
押
人
命
二
柱
。」
（
孝
昭
）、
③
「
此
の
天
皇
、
穂
積
臣
等
が
祖
、
内
色
許
男
命
の
妹
、
内
色
許
売
命
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
（
中
略
）
若
倭
根
子
日
子
大
毘
々
命
三
柱
。」
（
孝
元
）、
④
「
比
古
布
都
押
之
信
命
、
尾
張
連
等
が
祖
、
意
富
那
毘
が
妹
、
城
之
高
千
那
毘
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
子
は
、
味
師
内
宿
」
（
孝
元
）、
⑤
「
（
比
古
布
都
押
之
信
命
）
木
国
造
が
祖
、
宇
豆
比
古
が
妹
、
山
下
影
日
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
子
は
、
建
内
宿
。
」
（
孝
元
）、
⑥
「
丸
邇
臣
が
祖
、
日
子
国
意
都
命
の
妹
、
意
都
比
売
命
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
日
子
坐
王
一
柱
。」
（
開
化
）、
⑦
当
該
条
、
⑧
「
（
倭
建
命
）
吉
備
臣
建
日
子
―１―
学
苑
	日
本
文
学
紀
要
第
八
三
一
号
一
～
一
三
（
二
〇
一
〇
	一
）
が
妹
、
大
吉
備
建
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
建
貝
児
王
一柱
。」
（
景
行
）、
⑨
「
此
の
天
皇
、
意
富
本
杼
王
の
妹
、
忍
坂
之
大
中
津
比
売
命
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
木
梨
之
軽
王
。
」
（
允
恭
）、
⑩
「
天
皇
、
大
日
下
王
の
妹
、
若
日
下
部
王
を
娶
り
き
子
無
し
。」
（
雄
略
）、
⑪
「
尾
張
連
等
が
祖
、
凡
連
が
妹
、
目
子
郎
女
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
広
国
押
建
金
日
命
。
」
（
継
体
）、
⑫
「
三
尾
君
加
多
夫
が
妹
、
倭
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
大
郎
女
。
」
（
継
体
）、
⑬
「
（
日
子
人
太
子
）
漢
王
の
妹
、
大
俣
王
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
知
奴
王
。
」
（
敏
達
）、
の
十
三
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
沙
本
毘
古
と
沙
本
毘
売
の
系
譜
に
は
、
記
に
唯
一
の
表
記
例
が
あ
る
。
記
に
お
い
て
天
皇
あ
る
い
は
皇
子
と
結
婚
す
る
女
性
の
出
自
は
、
「

の
女
（
妹
）
○
○
ヒ
メ
」
の
よ
う
に
父
親
か
兄
の
氏
名
が
記
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
沙
本
毘
売
の
場
合
は
、
日
子
坐
王
が
結
婚
し
た
沙
本
大
闇
見
戸
売
の
親
、
春
日
建
国
勝
戸
売
は
「
売 メ
」
と
あ
る
の
で
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
古
事
記
傳
に
は
、
「
抑
女 ム
ス
メの
た
め
に
親
を
云
に
は
、
父
を
擧
る
例
な
る
に
、
賣
と
云
は
女 ヲ
ミ
ナの
名
に
て
、
母
の
如
聞
ゆ
る
は
如
何
ぞ
や
、
水
垣
ノ
宮
ノ
段
に
、
荒 ア
ラ
河 カ
ハ
刀 ト
辨 ベ
ガ
之
女
云
々
と
あ
る
も
、
此 コ
コ
と
同
ジ
例
な
り
、
こ
れ
ら
殊
な
る
由
あ
り
て
、
父
を
お
き
て
母
を
擧 ア
ゲた
る
に
や
、〔
鏡
作
ノ
の
伊
斯
許
理
度
賣
ノ
命
、
猿
女
ノ
君
の
天
ノ
宇
受
賣
ノ
命
な
る
が
如
き
例
か
、
〕
（
中
略
）
但
シ
姓
氏
に
、
火 ホ
明
ア
カ
リ
ノ命
ノ五
世
ノ孫
、
建 タ
ケ刀 ト
米 メ
ノ命
ノ之
後
也
と
云
姓
、
こ
れ
か
れ
見
え
、
同
	
三
世
ノ
孫
、
天
礪 ト
目 メ
ノ
命
ノ
之
後
也
と
云
も
あ
れ
ば
、
男
ノ
名
に
も

ト
賣 メ
と
云
あ
り
し
に
や
、
若
シ
然
ら
ば
彼
ノ
	武
紀
な
る
名
草

ト


べ
な
ど
も
、
皆
男
に
や
あ
ら
む
（
６
）。
」
と
処
置
に
窮
し
て
い
る
。
古
事
記
全
註
釈
は
記
傳
を
う
け
て
、
「
戸 ト
売 メ
の
売 メ
は
甲
類
の
仮
字
で
あ
る
が
、
刀 ト
米 メ
砺 ト
目 メ
の
米 メ
目 メ
は
乙
類
の
仮
字
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
同
じ
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
尤
も
姓
氏
録
だ
か
ら
仮
字
が
既
に
乱
れ
て
ゐ
る
と
言
つ
て
し
ま
へ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
の
人
の
女
の
名
が
、
沙
本
之
大
闇
見
戸
売
で
あ
る
か
ら
、
戸 ト
売 メ
は
女
の
名
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ら
う
（
７
）。」
と
す
る
。
古
事
記
注
釈
で
は
、「
文
脈
的
に
は
男
と
解
す
べ
き
か
。
前
出
『
苅
幡
戸
ベ
』
の
条
で
い
っ
た
と
お
り
、
ト
ベ
は
男
女
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
や
は
り
女
の
名
と
見
て
お
く
（
８
）。
」
と
す
る
。
三
浦
佑
之
氏
は
、
こ
れ
ら
の
諸
注
釈
の
困
惑
の
原
因
は
、
記
の
父
系
系
譜
の
中
に
た
だ
一
例
だ
け
母
系
の
系
譜
が
あ
る
為
で
、
建
国
勝
戸
売
大
闇
見
戸
売
沙
本
毘
売
と
い
う
母
系
（
女
系
）
の
系
譜
の
痕
跡
を
も
つ
一
族
と
し
て
沙
本
毘
売
は
語
ら
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
こ
の
一
族
は
唯
一
の
女
系
で
あ
る
沙
本
毘
売
を
天
皇
に
譲
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
血
筋
を
継
承
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
こ
と
は
父
系
継
承
を
と
る
一
族
と
母
系
継
承
を
と
る
一
族
と
の
結
婚
が
原
理
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
９
）と
指
摘
さ
れ
る
。
記
の
中
で
一
族
の
祖
が
女
性
で
あ
り
、
母
系
を
示
す
と
思
わ
れ
る
例
は
、
「
此
の
天
皇
、
師
木
県
主
が
祖
、
河
俣
毘
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
師
木
津
日
子
玉
手
見
命
一柱
。」
（
綏
靖
）、
次
代
の
安
寧
の
婚
姻
も
、
「
此
の
天
皇
、
河
俣
毘
売
が
兄
、
県
主
波
延
が
女
、
阿
久
斗
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
（
中
略
）
大
倭
日
子
友
命
。
」
（
安
寧
）、
「
此
の
天
皇
、
師
木
県
主
が
祖
、
賦
登
麻
和
訶
比
売
命
、
亦
の
名
は
飯
日
比
売
命
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
御
真
津
日
子
訶
恵
志
泥
命
。
」
（
懿
徳
）、
「
尾
張
連
が
祖
、
意
富
阿
麻
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
大
入
杵
命
。
」
（
崇
神
）、
「
（
倭
建
命
）
尾
張
国
造
が
祖
、
美
夜
受
比
売
」
と
御
合
（
景
行
）、
「
天
皇
、
三
尾
君
等
が
祖
、
名
は
若
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
大
郎
子
。
」
（
継
体
）
の
六
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
先
に
挙
げ
た
「

の
妹
」
を
娶
っ
た
①
～
⑬
の
う
ち
、
尾
張
連
出
身
は
②
④
⑪
と
、
三
尾
君
は
⑫
と
重
な
る
。
ま
た
天
皇
家
が
初
期
に
勢
力
基
盤
と
し
た
師
木
の
県
主
は
女
系
と
男
系
の
混
合
型
で
あ
り
、
二
三
四
代
に
妃
を
出
し
て
天
皇
家
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
③
⑥
⑦
⑧

⑩
は
兄
妹
の
名
が
対
偶
し
て
お
り
、
姫
彦
制
に
お
け
る
兄
妹
の
結
び
つ
き
を
示
唆
す
る
。
⑨
⑩
⑬
は

天
皇
の
女
と
い
う
表
記
も
可
能
で
あ
る
が
、
女
性
が
登
場
す
る
天
皇
の
御
代
に
近
い
人
物
（
兄
）
の
名
を
示
し
て
関
係
を
表
し
た
と
思
わ
れ
る
。
記
に
お
―２―
い
て

の
女
は
父
系
を
、

の
妹
は
母
系
を
表
す
表
記
と
し
て
区
別
で
き
よ
う
。
日
子
坐
王
と
沙
本
大
闇
見
戸
売
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
「
沙
本
毘
古
王
。
次
に
、
袁
耶
本
王
。
次
に
、
沙
本
毘
売
命
、
亦
の
名
は
、
佐
波
遅
比
売
此
の
沙
本
毘
売
命
は
、
伊
久
米
天
皇
の
后
と
為
り
き
。
次
に
、
室
毘
古
王
四
柱
。」
が
誕
生
す
る
。
沙
本
毘
売
が
垂
仁
天
皇
に
召
さ
れ
る
と
こ
の
家
系
に
は
一
人
も
女
性
が
い
な
く
な
り
、
母
系
の
継
承
は
成
立
し
な
く
な
る
。
誕
生
し
た
本
牟
智
和
気
命
は
男
で
あ
り
、
沙
本
毘
売
の
母
系
の
家
系
は
自
然
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
垂
仁
天
皇
は
師
木
の
玉
垣
宮
で
天
下
を
治
め
た
。
父
帝
の
崇
神
天
皇
も
師
木
の
水
垣
宮
に
都
を
置
い
て
お
り
、
王
権
初
期
の
勢
力
基
盤
は
師
木
を
中
心
と
す
る
大
和
の
限
定
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
の
天
皇
家
の
権
力
は
ま
だ
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
王
族
や
諸
豪
族
と
の
間
に
は
覇
権
を
め
ぐ
る
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
沙
本
毘
古
王
は
垂
仁
天
皇
と
同
世
代
で
、
共
に
開
化
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
。
名
前
の
地
名
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
佐
保
の
地
を
治
め
る
首
長
で
あ
ろ
う
。
師
木
と
佐
保
国
と
の
間
に
は
、
垂
仁
が
即
位
に
至
る
に
幾
度
か
の
抗
争
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
緊
張
し
た
関
係
を
制
し
て
最
終
的
に
垂
仁
が
勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と
に
な
り
、
二
つ
の
国
の
抗
争
終
結
と
和
睦
の
し
る
し
と
し
て
、
佐
保
国
の
国
魂
を
祀
る
沙
本
毘
売
が
垂
仁
天
皇
の
后
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
沙
本
毘
売
は
物
語
の
中
で
垂
仁
天
皇
の
夢
解
き
を
し
、
神
託
に
関
る
巫
女
の
性
格
を
見
せ
る
。
ま
た
、
兄
に
殉
じ
よ
う
と
し
た
際
に
天
皇
か
ら
、
「
汝
が
堅
め
た
る
み
づ
の
小
佩
は
、
誰
か
解
か
む
」
と
問
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
折
口
信
夫
は
、
「
の
身
に
づ
く
聖
職
に
備
る
の
は
、
最
高
の
女
」
で
あ
り
、
禊
ぎ
湯
沐
み
の
時
、
湯
や
水
の
中
で
解
き
さ
け
る
物
忌
み
の
布
を
、
「
誰
一
人
解
き
方
知
ら
ぬ
祕
の
結
び
方
で
、
其
布
を
結
び
固
め
、
と
な
る
御
躬
の
靈
結
び
を
奉
仕
す
る
巫
女
が
あ
つ
た
（
）。
」
と
述
べ
る
。
み
づ
の
小
佩
は
大
嘗
祭
の
神
事
に
天
皇
の
生
命
標
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
垂
仁
の
問
い
か
け
は
后
の
職
掌
の
根
幹
に
関
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
武
天
皇
の
大
后
伊
須
気
余
理
比
売
は
夫
帝
亡
き
後
に
庶
子
の
多
芸
志
美
々
命
と
結
婚
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
伊
須
気
余
理
比
売
は
大
物
主
神
の
子
で
も
あ
り
、
皇
位
継
承
の
行
方
が
定
ま
ら
な
い
時
点
で
三
輪
山
の
祭
政
と
関
る
前
天
皇
の
后
を
味
方
に
す
る
の
は
、
地
方
豪
族
の
女
を
母
と
す
る
多
芸
志
美
々
に
と
っ
て
父
帝
の
后
と
の
婚
姻
が
、
皇
位
継
承
を
有
利
に
導
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
天
皇
に
危
急
の
事
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
「
陛
下
、
天
下
を
挙
げ
て
皇
后
に
附
せ
た
ま
は
む
こ
と
を
。
」
（
天
武
即
位
前
紀
）
の
大
海
人
皇
子
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
天
皇
の
皇
后
が
中
継
ぎ
と
し
て
即
位
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
皇
后
は
宮
廷
の
祭
祀
権
を
掌
握
し
、
次
の
天
皇
が
即
位
す
る
際
に
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
す
ぐ
れ
た
巫
女
で
あ
り
、
母
系
の
唯
一
の
継
承
者
で
あ
る
沙
本
毘
売
を
垂
仁
天
皇
の
后
と
し
て
差
し
出
す
こ
と
は
、
佐
保
国
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
打
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
沙
本
毘
古
に
は
大
き
な
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
開
化
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
血
筋
を
利
用
し
、
兄
妹
の
血
の
つ
な
が
り
や
姫
彦
制
の
強
い
紐
帯
に
訴
え
て
沙
本
毘
売
を
抱
き
込
め
ば
、
妹
の
后
の
地
位
を
背
景
に
自
分
が
皇
位
に
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
沙
本
毘
古
の
反
乱
は
、
幾
重
に
も
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
妹
と
の
絆
を
利
用
し
た
、
起
死
回
生
の
皇
位
纂
奪
の
計
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
記
紀
の
比
較
記
の
沙
本
毘
売
伝
承
は
起
承
転
結
の
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
（
	）。
そ
の
冒
頭
部
は
「
夫
と
兄
と
孰
れ
か
愛
し
み
す
る
」
と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
、
「
兄
を
愛
し
み
す
」
と
い
う
沙
本
毘
売
の
答
え
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
問
答
は
以
後
の
物
語
が
「
愛
」
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
を
決
定
づ
け
（

）、
登
場
人
物
の
心
理
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
く
。
次
に
記
紀
の
説
話
を
引
用
す
る
。
―３―
―４―
古
事
記
1
此
天
皇
、
以
二 沙
本
毘
売
一 為
レ 后
之
時
、
沙
本
毘
売
命
之
兄
、
沙
本
毘
古
王
、
問
二
其
伊
呂
妹
一
曰
、
孰
二
愛
●
夫
与
兄
一
歟
、
答
曰
、
愛
●
レ
兄
。
爾
、
沙
本
毘
古
王
謀
曰
、
汝
、
寔
思
レ
愛
●
レ
我
者
、
将
三
吾
与
汝
治
二
天
下
一
而
、
即
作
二
八
塩
折
之
紐
小
刀
一 、
授
二 其
妹
一 曰
、
以
二 此
小
刀
一 刺
二 殺
天
皇
之
寝
一 。
2
故
、
天
皇
、
不
レ 知
二 其
之
謀
一 而
、
枕
二 其
后
之
御
膝
一 、
為
二 御
寝
一 坐
也
。
爾
、
其
后
、
以
二
紐
小
刀
一
為
レ
刺
二
其
天
皇
之
御
頸
一 、
三
度
挙
而
、
不
レ
忍
二
哀
○
情
一 、
不
レ 能
レ 刺
レ 頸
而
、
泣
涙
、
落
二
於
御
面
一 。
乃
天
皇
、
驚
起
、
問
二 其
后
一 曰
、
吾
見
二
異
夢
一 。
従
二
沙
本
方
一
暴
雨
零
来
、
急
沾
二
吾
面
一 。
又
、
錦
色
小
蛇
、
纏
二
繞
我
頸
一 。
如
此
之
夢
、
是
有
二
何
△
表
△
一
也
。
爾
、
其
后
、
以
二
為
不
一レ
応
レ
争
、
即
白
二
天
皇
一
言
、
妾
兄
沙
本
毘
古
王
、
問
レ
妾
曰
、
孰
二
愛
●
夫
与
兄
一 。
是
、
不
レ
勝
二
面
問
一
故
、
妾
答
曰
、
愛
●
レ
兄
歟
。
爾
、
誂
レ
妾
曰
、
吾
与
汝
、
共
治
二 天
下
一 。
故
、
当
レ 殺
二 天
皇
一 、
云
而
、
作
二 八
塩
折
之
紐
小
刀
一 、
授
レ 妾
。
是
以
、
欲
レ 刺
二 御
頸
一 、
雖
二 三
度
挙
一 、
哀
○
情
忽
起
、
不
レ 得
レ 刺
レ 頸
而
、
泣
涙
、
落
二 沾
於
御
面
一 。
必
有
二 是
△
表
△
一 焉
。
3
爾
、
天
皇
詔
之
、
吾
、
ａ殆
見
レ
欺
乎
、
乃
興
レ
軍
撃
二
沙
本
毘
古
王
一
之
時
、
其
王
、
作
二 稲
城
一 以
待
戦
。
此
時
、
沙
本
毘
売
命
、
不
レ 得
レ 忍
二 其
兄
一 、
自
二
日
本
書
紀
1
ｑ四
年
秋
九
月
丙
戌
朔
戊
申
、
皇
后
母
兄
狭
穂
彦
王
謀
反
欲
レ
危
二
社
稷
一 。
因
伺
二
皇
后
之
燕
居
一
而
語
之
曰
、
汝
孰
二
愛
●
兄
与
一レ
夫
焉
。
ｒ於
レ
是
皇
后
不
レ
知
二
所
レ
問
之
意
趣
一 、
輙
対
曰
、
愛
●
レ
兄
也
。
則
誂
二
皇
后
一
曰
、
ｓ夫
以
レ
色
事
レ
人
、
色
衰
寵
緩
。
ｓ今
天
下
多
二
佳
人
一 。
各
逓
進
求
レ
寵
。
ｓ豈
永
得
レ
恃
レ
色
乎
。
是
以
冀
吾
登
二
鴻
祚
一 。
必
与
レ
汝
照
二
臨
天
下
一 、
ｓ則
高
レ
枕
而
永
終
二
百
年
一 、
亦
不
レ
快
乎
。
願
為
レ
我
弑
二
天
皇
一 。
仍
取
二
匕
首
一 、
授
二
皇
后
一
曰
、
是
匕
首
佩
二
于
中
一 、
当
二
天
皇
之
寝
一 、
廼
刺
レ
頸
而
弑
焉
。
ｔ皇
后
於
レ
是
心
裏
兢
戦
、
不
レ 知
レ 所
レ 如
。
然
視
二 兄
王
之
志
一 、
便
不
レ 可
レ 得
レ 諫
。
故
受
二 其
匕
首
一 、
独
無
レ 所
レ 蔵
、
以
著
二 衣
中
一 。
遂
有
二 諫
レ 兄
之
情
一 歟
。
2

ｑ五
年
冬
十
月
己
卯
朔
、
ｕ天
皇
幸
二
来
目
一
居
二
於
高
宮
一 。
時
天
皇
枕
二
皇
后
膝
一
而
昼
寝
。
於
レ 是
皇
后
既
無
レ 成
レ 事
、
而
空
思
之
、
兄
王
所
レ 謀
適
是
時
也
。
即
眼
涙
流
之
落
二
帝
面
一 。
天
皇
則
寤
之
、
語
二
皇
后
一
曰
、
朕
今
日
夢
矣
、
錦
色
小
蛇
繞
二 于
朕
頸
一 。
復
大
雨
従
二 狭
穂
一 発
而
来
之
濡
レ 面
。
是
何
△
祥
△
也
。
皇
后
則
知
レ
不
レ
得
レ
匿
謀
、
ｖ而
悚
恐
伏
レ
地
、
曲
上
二
兄
王
之
反
状
一 。
因
以
奏
曰
、
妾
不
レ
能
レ
違
二
兄
王
之
志
一 。
亦
不
レ
得
レ
背
二
天
皇
之
恩
一 。
告
言
則
亡
二
兄
王
一 。
不
レ 言
則
傾
二 社
稷
一 。
是
以
一
則
以
懼
、
一
則
以
悲
。
俯
仰
喉
咽
、
進
退
而
血
泣
。
日
夜
懐
悒
無
レ
所
二
訴
言
一 。
唯
今
日
也
、
天
皇
枕
二
妾
膝
一
而
寝
之
。
於
レ
是
妾
一
思
矣
、
ｗ若
有
二
狂
婦
一 、
成
二
兄
志
一
者
、
適
遇
是
時
、
不
レ
労
以
成
レ
功
乎
。
意
未
レ
、
眼
涕
自
流
。
則
挙
レ
袖
拭
レ
涕
、
従
レ
袖
之
沾
二
帝
面
一 。
故
今
日
夢
也
、
必
是
事
応
焉
。
錦
△
色
△
小
△
蛇
△
則
△
授
△
レ
妾
△
匕
△
首
△
也
△
。
大
△
雨
△
忽
△
発
△
則
△
妾
△
眼
△
涙
△
也
△
。
天
皇
謂
二 皇
后
一 曰
、

ａ是
非
二 汝
罪
一 也
。
3
ｘ即
発
二
近
県
卒
一 、
命
二
上
毛
野
君
遠
祖
八
綱
田
一 、
令
レ
撃
二
狭
穂
彦
一 。
時
狭
穂
彦
興
レ
師
距
之
、
忽
積
レ
稲
作
レ
城
。
其
堅
不
レ
可
レ
破
。
此
謂
二
稲
城
一
也
。
踰
―５―
後
門
一
逃
出
而
、
納
二
其
之
稲
城
一 。
ｂ此
時
、
其
后
、
妊
身
。
於
是
、
天
皇
、
不
レ
忍
三
其
后
懐
妊
、
乃
愛
●
重
●
至
二
于
三
年
一 。
故
、
ｃ廻
二
其
軍
一 、
不
二
急
攻
迫
一 。
如
此
留
之
間
、
其
所
レ 妊
之
御
子
既
産
。
故
、
出
二 其
御
子
一 、
置
二 稲
城
外
一 、
令
レ
白
二
天
皇
一 、
ｄ若
此
御
子
矣
、
天
皇
之
御
子
所
レ
思
看
者
、
可
二
治
賜
一 。
於
是
、
天
皇
詔
、
雖
レ
怨
□
二
其
兄
一 、
猶
不
レ
得
レ
忍
レ
愛
●
二
其
后
一 。
ｅ故
、
即
有
二
得
レ 后
之
心
一 。
是
以
、
ｆ選
二
聚
軍
士
之
中
力
士
軽
捷
一
而
、
宣
者
、
取
二
其
御
子
一
之
時
、
乃
掠
二
取
其
母
王
一 。
或
髪
、
或
手
、
当
下
随
二
取
獲
一
而
掬
以
控
出
上 。
ｇ爾
、
其
后
、
予
知
二 其
情
一 、
悉
剃
二 其
髪
一 、
以
レ 髪
覆
二 其
頭
一 、
亦
、
腐
二 玉
緒
一 、
三
重
纏
レ 手
、
且
、
以
レ 酒
腐
二 御
衣
一 、
如
二 全
衣
一 服
。
如
此
設
備
而
、
抱
二 其
御
子
一 、
刺
二 出
城
外
一 。
ｈ爾
、
其
力
士
等
、
取
二
其
御
子
一 、
即
握
二
其
御
祖
一 。
ｉ爾
、
握
二
其
御
髪
一 者
、
御
髪
、
自
落
、
握
二 其
御
手
一 者
、
玉
緒
、
且
絶
、
握
二 其
御
衣
一 者
、
御
衣
、
便
破
。
是
以
、
取
二
獲
其
御
子
一
、
不
レ
得
二
其
御
祖
一 。
ｊ故
、
其
軍
士
等
、
還
来
奏
言
、
御
髪
、
自
落
、
御
衣
、
易
破
、
亦
、
所
レ
纏
二
御
手
一
之
玉
緒
、
便
絶
。
故
、
不
レ
獲
二
御
祖
一 、
取
二
得
御
子
一 。
ｋ爾
、
天
皇
、
悔
□
恨
□
而
、
悪
□
二
作
レ 玉
人
等
一 、
皆
奪
二 取
其
地
一 。
故
、
曰
、
不
レ 得
レ 地
玉
作
也
。
4
ｌ亦
、
天
皇
、
命
二
詔
其
后
一
言
、
凡
子
名
、
必
母
名
、
何
称
二
是
子
之
御
名
一 。
ｍ爾
、
答
白
、
今
、
当
下
火
焼
二
稲
城
一
之
時
上
而
、
火
中
所
レ
生
故
、
其
御
名
、
宜
レ
称
二
本
牟
智
和
気
御
子
一 。
ｎ又
、
命
詔
、
何
為
日
足
奉
。
答
白
、
取
二
御
母
一 、
定
二 大
湯
坐
若
湯
坐
一 、
宜
二 日
足
奉
一 。
故
、
随
二 其
后
白
一 以
、
日
足
奉
也
。
ｏ又
、
問
二 其
后
一 曰
、
汝
所
レ 堅
之
美
豆
能
小
佩
者
、
誰
解
。
字 美
豆
能
三
以
レ 音
也
。
答
白
、
旦
波
比
古
多
々
須
美
智
宇
斯
王
之
女
、
名
兄
比
売
弟
比
売
、
二
女
王
、
浄
公
民
。
故
、
宜
レ
使
也
。
ｐ然
、
遂
殺
二
其
沙
本
比
古
王
一 。
其
伊
呂
妹
、
亦
、
従
也
。
レ
月
不
レ
降
。
於
レ
是
皇
后
悲
○
之
曰
、
吾
雖
二
皇
后
一 、
既
亡
二
兄
王
一 、
何
以
二
面
目
一 、
莅
二
天
下
一
耶
、

ｂ則
抱
二
王
子
誉
津
別
命
一 、
而
入
二
之
於
兄
王
稲
城
一 。

ｃ天
皇
更
益
二 軍
衆
一 、
悉
囲
二 其
城
一 、
即
勅
二 城
中
一 曰
、
急
出
三 皇
后
与
二 皇
子
一 。
然
不
レ
出
矣
。
則
ｙ将
軍
八
綱
田
放
レ
火
焚
二
其
城
一 。
於
レ
焉
皇
后
令
レ
懐
二
抱
皇
子
一
踰
二
城
上
一
而
出
之
、
因
以
奏
請
曰
、
ｚ妾
始
所
三
以
逃
二
入
兄
城
一 、
若
有
下
因
二
妾
子
一 、
免
中 兄
罪
上 乎
。
今
不
レ 得
レ 免
。
乃
知
、
妾
有
レ 罪
。
何
得
二 面
縛
一 。
自
経
而
死
耳
。
唯
妾
雖
レ 死
之
、
敢
勿
レ 忘
二 天
皇
之
恩
一 。
4

ｏ願
妾
所
レ
掌
后
宮
之
事
、
宜
レ
授
二
好
仇
一 。
丹
波
国
有
二
五
婦
人
一 。
志
並
貞
潔
。
是
丹
波
道
主
王
之
女
也
。
道
主
王
者
、
稚
日
本
根
子
太
日
日
天
皇
子
孫
、
彦
坐
王
子
也
。
一
云
、
彦
湯
産
隅
王
之
子
也
。
当
下
納
二
掖
庭
一 、
以
盈
中
后
宮
之
数
上 。
天
皇
聴
矣
。

ｐ時
火
興
城
崩
、
軍
衆
悉
走
。
狭
穂
彦
与
レ
妹
共
死
二
于
城
中
一 。

ｙ天
皇
於
レ
是
美
二
将
軍
八
綱
田
之
功
一 、
号
二
其
名
一
謂
二
倭
日
向
武
日
向
彦
八
綱
田
一 也
。
記
紀
を
比
較
す
る
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
は
共
通
し
て
い
て
も
、
細
部
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
波
線
部
が
記
紀
の
相
違
点
で
あ
る
。
書
紀
で
は
兄
を
愛
す
る
と
い
う
答
え
を
う
け
ｓ
の
よ
う
に
自
分
の
計
画
に
加
担
す
る
方
が
狭
穂
姫
の
将
来
が
安
泰
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
ｔ
で
は
謀
反
を
う
ち
あ
け
ら
れ
た
狭
穂
姫
の
心
の
藤
が
描
か
れ
る
。
一
段
落
で
狭
穂
彦
が
愛
の
選
択
を
問
う
語
順
が
、
記
は
夫
、
兄
で
あ
る
の
に
対
し
、
紀
で
は
兄
、
夫
で
あ
り
（
）、
兄
を
選
ぶ
と
答
え
た
理
由
が
ｒ
に
示
さ
れ
る
。
記
で
は
愛
の
用
字
は
一
～
三
段
落
ま
で
通
し
て
出
て
く
る
が
、
紀
で
は
一
段
落
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
記
の
二
段
落
目
に
は
、
沙
本
毘
売
が
天
皇
を
殺
そ
う
と
し
て
は
じ
め
て
湧
き
起
こ
っ
た
「
哀
情
」
が
描
か
れ
る
。
天
皇
の
夢
解
き
の
依
頼
に
、
会
話
文
を
交
え
て
状
況
を
再
現
し
な
が
ら
自
ら
の
心
情
を
説
明
す
る
が
、
夢
解
き
は
行
っ
て
い
な
い
。
紀
は
ｑ
と
ｑ
に
あ
る
よ
う
に
、
狭
穂
姫
が
天
皇
殺
害
を
実
行
に
移
す
に
一
年
の
歳
月
が
流
れ
て
お
り
、
ｕ
の
行
幸
先
で
は
じ
め
て
絶
好
の
機
会
が
訪
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
姫
は
ず
っ
と
煩
悶
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
秘
め
ら
れ
て
い
た
計
画
が
夢
に
よ
っ
て
露
顕
し
た
時
の
心
情
が
ｖ
に
、
天
皇
を
刺
そ
う
と
し
た
自
分
の
行
動
を
ｗ
の
よ
う
に
表
現
し
、
△
部
の
夢
解
き
を
行
っ
て
い
る
。
三
段
落
は
記
紀
の
相
違
が
顕
著
で
あ
る
。
記
の
ａ
は
愛
し
信
頼
し
て
い
た
沙
本
毘
売
に
対
し
て
思
わ
ず
漏
ら
さ
れ
た
天
皇
の
心
情
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
以
後
沙
本
毘
売
が
稲
城
に
身
を
投
じ
て
も
、
天
皇
は
毘
売
を
愛
し
続
け
る
の
で
あ
る
。
紀
に
は
そ
の
よ
う
な
天
皇
は
描
か
れ
ず
、
二
段
落
の
終
わ
り
に
狭
穂
姫
を
慰
め
る
よ
う
な
ａ
の
一
言
が
置
か
れ
る
。
稲
城
に
身
を
投
じ
た
の
は
記
で
は
沙
本
毘
売
の
「
不
レ 得
レ 忍
二 其
兄
一 」
の
情
で
あ
り
、
書
紀
の
后
の
悲
し
み
は
皇
后
と
し
て
の
面
目
が
立
た
な
い
こ
と
ゆ
え
の
感
情
で
あ
る
。
記
で
は
ｂ
の
よ
う
に
沙
本
毘
売
は
身
重
の
身
で
あ
り
、
紀
で
は
ｂ
の
よ
う
に
誉
津
別
命
は
す
で
に
誕
生
し
て
い
る
。
記
で
は
天
皇
が
毘
売
へ
の
情
に
引
か
れ
て
戦
況
が
滞
っ
て
い
る
間
に
ｃ
の
よ
う
に
御
子
が
誕
生
し
、
紀
で
は
八
綱
田
が
ｘ
の
よ
う
に
追
討
将
軍
を
命
ぜ
ら
れ
、
天
皇
は
皇
后
と
皇
子
を
取
り
戻
す
為
に
ｃ
の
よ
う
に
軍
備
を
増
強
す
る
こ
と
に
な
る
。
記
に
は
生
ま
れ
た
御
子
を
め
ぐ
っ
て
沙
本
毘
売
の
意
味
深
長
な
発
言
ｄ
が
語
ら
れ
る
が
、
御
子
の
出
生
に
一
切
疑
念
を
も
た
ず
、
生
ま
れ
た
子
を
手
が
か
り
に
后
奪
還
に
執
念
を
燃
や
す
天
皇
の
一
途
な
心
情
ｅ
が
記
さ
れ
る
。
以
降
は
紀
に
は
な
い
記
の
独
自
の
部
分
で
あ
る
。
ｆ
の
天
皇
の
計
画
に
対
し
て
、
す
べ
て
を
見
通
し
た
ｇ
の
后
の
周
到
な
準
備
、
ｈ
の
力
士
達
の
行
動
、
ｉ
の
失
敗
、
ｊ
の
力
士
た
ち
の
天
皇
へ
の
報
告
、
交
錯
す
る
こ
と
の
な
い
夫
婦
の
思
い
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
天
皇
の
心
情
は
ｋ
の
よ
う
に
や
る
せ
な
い
行
き
場
の
な
い
思
い
が
怒
り
に
変
わ
り
、
憎
し
み
と
な
っ
て
玉
作
に
向
か
う
様
が
描
か
れ
る
。
紀
で
は
ｙ
の
よ
う
に
八
綱
田
が
火
を
放
ち
、
万
策
尽
き
た
狭
穂
姫
が
御
子
を
外
に
出
し
、
ｚ
の
よ
う
に
稲
城
に
身
を
投
じ
た
理
由
、
死
を
選
ぶ
理
由
と
天
皇
へ
の
思
い
を
述
べ
る
。
記
の
四
段
落
で
は
沙
本
毘
売
を
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
天
皇
が
毘
売
に
た
た
み
か
け
る
。
ま
ず
ｌ
の
御
子
の
命
名
、
そ
れ
に
対
し
ｍ
の
淀
み
な
い
答
え
が
さ
れ
、
さ
ら
に
ｎ
の
部
分
は
、
母
の
情
に
訴
え
か
け
て
誕
生
し
た
子
の
養
育
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
が
、
こ
れ
に
も
方
策
が
示
さ
れ
る
。
次
に
ｏ
の
よ
う
に
妻
と
し
て
后
と
し
て
の
職
掌
に
質
問
が
移
る
が
、
こ
れ
に
も
自
分
の
後
任
を
推
挙
す
る
。
紀
に
は
ｌ
ｍ
ｎ
の
部
分
は
な
く
、
ｏ
が
ｏ
の
よ
う
に
狭
穂
姫
が
こ
な
し
て
き
た
后
の
職
掌
に
な
っ
て
い
る
。
最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
結
末
で
あ
る
。
記
で
は
沙
本
毘
古
が
殺
さ
れ
た
後
、
沙
本
毘
売
は
兄
に
殉
じ
て
死
を
選
ぶ
。
紀
で
は
ｐ
の
よ
う
に
業
火
の
中
で
稲
城
が
崩
れ
、
兄
妹
が
共
に
死
ぬ
。
ま
た
反
乱
を
鎮
圧
し
た
八
綱
田
に
ｙ
の
よ
う
に
天
皇
か
ら
功
が
与
え
ら
れ
る
。
三
説
話
の
心
理
表
現
で
は
次
に
古
事
記
の
心
理
表
現
を
見
て
い
く
。
物
語
の
冒
頭
は
登
場
人
物
の
会
話
を
中
心
に
展
開
す
る
。
青
木
周
平
氏
は
、
特
に
「
愛
」
は
記
の
用
例
が
会
話
文
に
見
ら
れ
―６―
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
冒
頭
の
「
愛
」
は
次
に
は
「
治
天
下
」
に
置
き
か
え
ら
れ
て
お
り
、
沙
本
毘
古
へ
の
愛
は
姫
彦
の
一
対
の
あ
り
方
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
）と
指
摘
さ
れ
る
。
愛
が
治
天
下
に
結
び
つ
く
例
は
応
神
記
に
、
於
是
、
天
皇
、
問
二 大
山
守
命
与
大
雀
命
一 詔
、
汝
等
者
、
孰
二 愛
●
兄
子
与
弟
子
一 。
と
あ
り
、
天
皇
の
愛
を
う
け
た
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
天
下
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
兄
妹
の
絆
の
強
さ
と
母
系
崩
壊
の
実
状
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
毘
売
が
兄
を
愛
し
い
と
答
え
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
皇
刺
殺
を
実
行
に
移
す
に
は
迷
い
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
紀
の
一
段
落
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
心
中
の
れ
や
藤
は
記
に
は
記
さ
れ
な
い
。
兄
の
意
を
受
け
い
れ
、
い
ざ
実
行
し
よ
う
と
し
た
時
に
「
三
度
挙
而
、
不
レ
忍
二
哀
情
一 、
」
涙
が
れ
出
て
来
て
后
は
は
じ
め
て
自
分
の
心
と
向
き
合
う
。
そ
れ
は
兄
の
心
と
は
異
な
る
個
の
感
情
の
自
覚
で
あ
っ
た
。
天
皇
の
夢
解
き
の
依
頼
に
対
し
て
も
「
以
二
為
不
一レ
応
レ
争
、
」
と
信
実
を
告
白
す
る
。
そ
れ
は
「
枕
二 其
后
之
御
膝
一 、」
て
得
ら
れ
た
偽
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
託
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
（
）か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
后
の
巫
女
と
し
て
の
誇
り
が
示
さ
れ
る
。
夢
解
き
は
沙
本
毘
売
の
告
白
の
形
を
と
る
が
、
そ
の
こ
と
は
「
彼
女
の
心
の
中
に
、
こ
の
天
皇
の
信
頼
と
愛
と
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
、
何
も
の
か
が
あ
っ
た
（
）」
と
受
け
取
ら
せ
る
よ
う
な
印
象
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
「
心
情
描
写
の
為
の
意
図
的
な
方
法
（
	）」
と
み
ら
れ
る
。
記
、
二
段
落
の
沙
本
毘
売
の
会
話
文
の
中
に
は
、
前
の
場
面
が
逐
一
繰
り
返
さ
れ
る
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
二
重
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
な
微
妙
な
変
化
が
見
え
る
。
兄
を
選
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
は
「
面
り
問
ふ
に
勝
へ
ぬ
が
故
に
、
妾
が
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、
『
兄
を
愛
し
み
す
る
か
』
と
い
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
妾
に
誂
へ
て
曰
は
く
、
『
吾
と
汝
と
、
共
に
天
の
下
を
治
め
む
。
』
」
と
あ
る
。
面
と
向
か
っ
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
人
間
の
心
理
と
し
て
十
分
に
考
え
ら
れ
る
理
由
が
挿
入
さ
れ
、
告
白
を
聞
く
天
皇
へ
の
配
慮
も
う
か
が
わ
せ
る
（

）。「
愛
レ 兄
歟
」
と
あ
る
の
も
愛
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
た
女
の
心
の
揺
曵
が
表
現
さ
れ
る
（
）。
共
に
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
沙
本
毘
売
が
兄
の
言
葉
か
ら
兄
妹
の
共
治
を
強
く
意
識
し
て
う
け
と
め
た
こ
と
に
な
る
。
会
話
の
再
現
は
沙
本
毘
売
の
心
理
の
自
己
分
析
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
沙
本
毘
売
の
天
皇
に
対
す
る
心
情
は
「
哀
」
で
あ
り
「
愛
」
は
一
度
も
用
い
ら
れ
な
い
。
「
哀
」
は
告
白
の
際
、「
三
度
挙
れ
ど
も
、
哀
し
き
情
忽
ち
に
起
り
て
、
頸
を
刺
す
こ
と
得
ず
し
て
、
」
と
表
現
さ
れ
る
。
瀬
間
正
之
氏
は
沙
本
毘
売
伝
承
が
漢
訳
仏
典
に
よ
っ
て
物
語
内
容
上
の
潤
色
を
被
っ
て
い
る
（
）こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
瀬
間
氏
が
表
現
上
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
た
『
出
經
』
巻
第
十
六
、『
壹
阿
含
經
』
巻
第
十
六
、『
中
阿
含
經
』
巻
第
十
七
長
壽
王
本
起
経
、
『
四
分
律
』
巻
第
四
十
三
、
『
五
分
律
』
巻
第
二
十
四
、
『
六
度
集
經
』
巻
第
一
、『
長
壽
王
經
』、『
經
律
異
相
』
巻
第
三
十
二
の
説
話
（
）を
見
る
と
、
六
度
集
経
の
該
当
部
の
前
に
哀
●
慟
●
哀
●
號
●
の
例
は
あ
る
が
、他
に
は
「
哀
」「
愛
」
の
用
字
は
な
い
。
瀬
間
氏
が
『
經
律
異
相
』
の
巻
第
四
十
四
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
「
哀
」
の
一
例
（
）は
、「
今
日
死
矣
。
仰
天
求
救
。
聲
哀
至
。
天
降
甘
露
渧
其
口
。」
で
あ
る
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
「
聲
哀
し
く
し
て
情
至
る
。
」
と
読
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
哀
情
の
一
語
に
は
と
れ
な
い
。「
哀
情
」
は
古
事
記
に
お
い
て
当
該
二
例
し
か
用
例
が
な
く
（
）、
書
紀
の
同
じ
場
面
に
も
な
い
。
こ
こ
に
古
事
記
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
「
哀
」
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
使
用
さ
れ
る
の
か
見
て
い
く
。
書
紀
の
「
哀
」
の
お
も
な
例
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
イ
可
愛
、
此
云
レ
●
哀 え
。
（
第
四
段
一
書
第
一
）
ロ
毎
年
為
二
八
岐
大
蛇
一
所
レ
呑
。
今
此
少
童
且
二
臨
被
一レ
呑
。
無
レ
由
二
脱
免
一 。
故
以
哀
●
傷
●
。
（
第
八
段
正
文
）
―７―
天
皇
所
三 以
発
二 是
問
一
者
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
有
下
令
レ 治
二 天
下
一 之
心
上 也
。
ハ
阿
倍
大
臣
薨
。
天
皇
幸
二
朱
雀
門
一 、
挙
●
哀
●
而
慟
。
皇
祖
母
尊
皇
太
子
等
及
諸
公
、
悉
随
哀
●
哭
●
。
（
孝
徳
大
化
五
年
三
月
）
ニ
皇
太
子
始
知
二 大
臣
心
猶
貞
浄
一 、
追
生
二 悔
恥
一 、
哀
●
難
レ 休
。
（
孝
徳
大
化
五
年
三
月
）
ホ
皇
太
子
聞
二 造
媛
徂
一 、
愴
然
傷
恒
哀
●
泣
●
極
甚
。
（
孝
徳
大
化
五
年
三
月
）
ヘ
天
皇
本
以
二
皇
孫
有
順
一
而
器
重
之
。
故
不
レ
忍
レ
哀
●
傷
慟
極
甚
。
詔
二
群
臣
一
曰
、
万
歳
千
秋
之
後
、
要
合
二 葬
於
朕
陵
一 。
（
斉
明
四
年
五
月
）
ト
合
下
葬
天
豊
財
重
曰
足
姫
天
皇
与
二
間
人
皇
女
一
於
小
市
岡
上
陵
上 。
是
曰
、
以
二
皇
孫
大
田
皇
女
一 葬
二 於
陵
前
之
墓
一 。
高
麗
百
済
新
羅
皆
奉
二 哀
●
於
御
路
一 。
（
天
智
六
年
二
月
）
チ
藤
原
内
大
臣
薨
。
（
天
智
八
年
十
月
）
リ
告
二 天
皇
喪
於
郭
務
等
一 。
於
レ 是
郭
務
等
咸
着
二 喪
服
一 、
三
遍
挙
●
哀
●
、
（
天
武
元
年
三
月
）
ヌ
大
三
輪
真
上
田
子
人
君
卒
。
天
皇
聞
之
大
哀
●
。
（
天
武
五
年
八
月
）
ル
吉
備
大
宰
石
川
王
病
之
薨
二 於
吉
備
一 。
天
皇
聞
之
大
哀
●
、
（
天
武
八
年
三
月
）
ヲ
膳
臣
摩
漏
卒
。
天
皇
驚
之
大
哀
●
。
（
天
武
十
一
年
七
月
）
ワ
殯
二
于
南
庭
一 、
即
発
●
哀
●
。
（
中
略
）
僧
尼
亦
発
●
哀
●
。
（
中
略
）
僧
尼
発
●
哀
●
之
。
（
天
武
朱
鳥
元
年
九
月
）
カ
誄
畢
衆
庶
発
●
哀
●
。
次
梵
衆
発
●
哀
●
。
（
中
略
）
膳
部
采
女
等
発
●
哀
●
。
（
中
略
）
皇
太
子
率
二
公

百
寮
人
等
一 、
適
二 殯
宮
一 而
慟
哭
焉
。
梵
衆
随
而
発
●
哀
●
。
（
持
統
元
年
正
月
）
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
イ
は
訓
み
を
示
し
他
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ロ
は
奇
稲
田
媛
を
失
う
悲
し
み
で
あ
る
。
ハ
ニ
ホ
ヘ
チ
ヌ
ル
ヲ
は
人
が
亡
く
な
っ
た
時
の
悲
し
み
を
表
現
し
、
ト
リ
ワ
カ
は
殯
宮
や
葬
礼
に
お
け
る
儀
礼
的
要
素
も
含
ん
だ
悲
し
み
で
あ
る
。
書
紀
の
「
哀
」
は
人
の
死
と
関
る
喪
失
の
悲
哀
で
あ
る
。
万
葉
集
で
は
、
11
2360人
の
親
の
少
女
児
据
ゑ
て
守
山
辺
か
ら
朝
な
朝
な
通
ひ
し
君
が
来
ね
ば
か
な
し
も
（
不
来
哀
）
14
3403吾
が
恋
は
ま
さ
か
も
か
な
し
（
可
奈
思
）
草
枕
多
胡
の
入
野
の
奥
も
か
な
し
も
（
可
奈
思
母
）
の
よ
う
に
、
恋
人
に
対
す
る
い
と
し
く
悲
し
い
気
持
が
現
状
で
は
報
わ
れ
ず
、
前
途
の
不
安
を
強
く
感
じ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
沙
本
毘
売
は
現
実
に
は
夫
帝
を
失
っ
て
は
い
な
い
の
で
、
書
紀
の
「
哀
」
の
使
用
例
か
ら
は
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
分
が
手
を
下
せ
ば
天
皇
を
喪
失
す
る
れ
と
、
生
と
死
が
交
錯
す
る
中
で
は
じ
め
て
自
覚
さ
れ
た
夫
帝
へ
の
愛
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
阿
部
誠
氏
は
、
「
哀
し
き
情
」
は
懐
妊
の
自
覚
に
襲
わ
れ
た
母
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
沙
本
毘
売
は
天
皇
殺
害
に
際
し
、
母
と
し
て
自
ら
の
所
属
と
は
異
な
る
制
度
（
天
皇
の
御
子
）
を
矛
盾
と
し
て
そ
の
身
体
の
中
に
孕
ん
で
し
ま
っ
た
為
に
、
自
ら
を
規
制
さ
れ
胎
児
の
父
で
あ
る
天
皇
を
殺
害
し
得
な
か
っ
た
（
）と
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
哀
情
」
は
喪
失
す
る
か
も
し
れ
な
い
時
、
「
自
己
の
意
志
の
外
側
か
ら
突
然
や
っ
て
来
て
自
己
の
肉
体
に
宿
り
、
そ
し
て
自
ら
を
規
制
す
る
も
の
（
）」
で
あ
ろ
う
。
漢
籍
の
例
で
は
「
哀
情
」
は
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。
○
漢
武
帝
云
歡
樂
極
兮
哀
●
情
●
多
、
少
壯
幾
時
兮
奈
老
何
（
詩
傳
旁
通
巻
十
五
）
突
然
に
思
い
が
け
ず
湧
き
起
こ
る
感
情
と
し
て
は
、
こ
れ
が
近
い
で
あ
ろ
う
。
○
謝
景
時
爲
豫
章
太
守
、
不
勝
哀
●
情
●
、
棄
官
奔
赴
、
拜
表
自
劾
。
（
三
國
志
巻
五
十
九
）
○
高
	又
南
征
、
后

六
宮
洛
陽
。
后
父
熙
、
兄
誕
薨
、
高
	爲
書
慰
以
敍
哀
●

●
。
（
魏
書
巻
十
三
）
○
其
夫
逕
至
女
墓
、
不
勝
哀
●

●
、
便
發
冢
開
棺
、
女
活
、
因
與
歸
。
（
晉
書
巻
二
十
九
）
○
其
夫
徑
至
女
墓
、
不
勝
哀
●

●
、
便
發
冢
開
棺
、
女
遂
活
、
因
與
歸
。
（
宋
書
巻
三
十
四
）
―８―
日
本
世
記
曰
、
内
大
臣
春
秋
五
十
薨
二
于
私
第
一 。
遷
殯
二
於
山
南
一 。
天
何
不
レ
淑
、
不
二
憖
遺
一レ
耆
。
嗚
呼
哀
●
哉
。
碑
曰
、
春
秋
五
十
有
六
而
薨
。
宋
書
と
晉
書
の
例
は
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
人
の
死
に
際
し
て
や
、
哭
礼
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
通
典
』
巻
五
十
二
禮
十
二
に
は
、
孔
子
の
言
葉
に
付
け
た
孔
穎
達
の
注
に
「
殯
、
哀
●
情
●
殺
而
後
祭
也
。
」
と
あ
り
、
哀
●
情
●
は
人
を
失
っ
た
悲
し
み
の
渦
中
で
祭
り
が
出
来
な
い
状
態
を
い
う
。
悲
し
み
が
極
ま
っ
た
状
態
は
沙
本
毘
売
の
「
哀
情
」
に
近
い
だ
ろ
う
。
書
紀
の
死
を
悼
む
感
情
表
現
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ホ
の
造
媛
と
ヘ
の
建
皇
子
の
「
哀
」
で
あ
る
。
妃
の
父
山
田
大
臣
が
無
実
の
罪
で
中
大
兄
皇
子
に
葬
り
去
ら
れ
た
後
、
造
媛
は
心
痛
の
余
り
死
に
至
る
。
皇
太
子
、
造
媛
徂
逝
せ
ぬ
と
聞
し
め
し
て
、
愴
然
傷
怛
み
哀
泣
び
た
ま
ふ
こ
と
極
甚
し
。
是
に
野
中
川
原
史
満
、
進
み
て
歌
を
奉
る
。
歌
し
て
曰
く
、
113山
川
に
鴛
●
鴦
●
二
●
つ
●
居
て
偶
●
ひ
●
よ
く
偶
●
へ
●
る
●
妹
●
を
誰
か
率
●
に
●
け
●
む
●
其
の
一
114本
毎
に
花
は
咲
け
ど
も
何
と
か
も
愛
●
し
●
妹
●
が
ま
た
咲
●
き
●
出
●
来
●
ぬ
●
其
の
二
中
大
兄
皇
子
と
遠
智
娘
（
造
媛
）
と
の
子
で
で
あ
っ
た
建
王
を
亡
く
し
た
斉
明
天
皇
の
嘆
き
は
深
く
、「
哀
に
忍
び
ず
傷
慟
ひ
た
ま
ふ
こ
と
極
め
て
甚
し
」
く
、「
愴
爾
み
悲
泣
び
た
ま
ひ
」
て
紀
温
泉
行
幸
の
際
に
建
王
を
し
の
ん
で
歌
を
よ
む
。
120水
門
の
潮
の
く
だ
り
海
く
だ
り
後
も
暗
に
置
●
き
●
て
●
か
行
か
む
其
の
二
121愛
●
し
●
き
●
吾
が
若
き
子
を
置
●
き
●
て
●
か
行
か
む
其
の
三
吉
井
巖
氏
は
、
中
大
兄
皇
子
の
夭
し
た
の
皇
子
、
建
王
の
鎮
魂
の
た
め
に
語
ら
れ
た
伝
承
が
本
牟
智
和
気
命
伝
承
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
「
現
実
世
界
で
死
ん
だ
御
子
は
物
語
に
お
い
て
回
生
し
（
）」
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
荻
原
千
鶴
氏
は
、
「
死
を
選
ん
だ
后
の
物
語
と
の
御
子
の
物
語
が
結
合
し
、
后
に
と
り
残
さ
れ
た
夫
と
遺
児
の
話
と
し
て
垂
仁
記
に
定
着
す
る
に
至
る
過
程
に
は
、
中
大
兄
皇
子
に
よ
っ
て
体
験
さ
れ
た
『
個
』
の
分
裂
が
投
影
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
）。
」
と
さ
れ
る
。
共
に
沙
本
毘
売
本
牟
智
和
気
伝
承
の
素
材
と
し
て
、
造
媛
と
建
王
伝
承
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
見
方
で
あ
り
、
首
肯
で
き
る
見
解
と
思
わ
れ
る
。
二
人
の
哀
し
み
は
、
鴛
鴦
の
よ
う
に
睦
じ
く
自
ら
と
一
対
に
な
っ
て
い
た
愛
す
る
妹
を
突
然
奪
わ
れ
た
悲
し
み
で
あ
り
、
愛
孫
を
置
い
て
去
る
こ
と
へ
の
悲
し
み
で
あ
る
。
自
分
と
対
偶
す
る
愛
す
る
存
在
の
喪
失
を
嘆
く
の
で
あ
る
。
「
哀
情
」
は
前
城
直
子
氏
が
説
く
よ
う
に
「
に
わ
か
に
男
女
の
愛
に
つ
き
動
か
さ
れ
（
）」
た
と
と
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
失
い
そ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
相
手
が
自
分
に
寄
り
添
う
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
天
下
を
共
に
治
め
る
夫
帝
と
后
、
兄
と
妹
、
ど
ち
ら
の
存
在
も
毘
売
に
と
っ
て
は
重
い
。
真
間
手
児
奈
や

原
処
女
の
よ
う
に
毘
売
の
立
場
は
揺
ら
ぎ
（
	）、
沙
本
毘
売
を
軸
に
対
に
な
る
男
同
士
の
愛
の
対
立
と
し
て
構
想
さ
れ
る
。
兄
に
殉
じ
る
こ
と
は
夫
と
兄
の
ど
ち
ら
も
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
物
語
に
お
い
て
夫
婦
が
共
有
し
た
三
年
と
い
う
時
間
は
、
海
宮
訪
問
説
話
や
浦
嶼
子
伝
承
に
お
い
て
夫
婦
の
情
愛
が
育
ま
れ
て
も
主
人
公
が
本
貫
に
帰
っ
て
行
く
年
数
を
表
す
。
三
年
は
愛
の
醸
成
に
は
十
分
な
歳
月
で
あ
っ
て
も
、
異
郷
の
存
在
が
元
の
世
界
と
決
別
し
き
れ
な
い
中
途
半
端
な
歳
月
で
あ
る
。
毘
売
に
心
理
的
な
揺
れ
が
生
じ
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
深
沢
忠
孝
氏
は
、
こ
の
物
語
は
「
不
忍
不
勝
」
の
感
情
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
し
、
姫
彦
制
に
殉
じ
る
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
沙
本
毘
売
は
血
の
紐
帯
、「
其
の
兄
に
得
忍
び
ず
て
」、
兄
へ
の
情
義
に
殉
じ
た
と
い
え
よ
う
（

）、
と
述
べ
ら
れ
る
。
四
段
落
の
天
皇
と
の
問
答
で
、
「
汝
が
堅
め
た
る
み
づ
の
小
佩
は
、
誰
か
解
か
む
」
の
問
い
か
け
に
、
沙
本
毘
売
は
す
ぐ
に
後
任
の
妃
を
推
挙
し
て
い
る
。
妃
の
代
わ
り
は
い
て
も
、
沙
本
毘
古
の
妹
は
自
分
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
覚
悟
を
決
め
た
沙
本
毘
売
は
潔
い
。
そ
れ
ま
で
の
迷
い
が
ふ
っ
切
れ
た
よ
う
に
自
己
の
意
志
に
よ
っ
て
行
動
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
三
段
落
以
降
は
天
皇
の
沙
本
毘
売
に
対
す
る
一
途
な
愛
が
描
か
れ
る
。
「
愛
重
至
二
于
三
年
一 。
」
、
「
猶
不
レ
得
忍
レ
愛
二
其
后
一 。
」
の
よ
う
に
「
愛
」
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
る
。
「
愛
」
は
男
女
間
に
限
ら
ず
、
兄
弟
の
間
に
―９―
も
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
が
、
頻
出
度
が
多
い
の
は
記
紀
の
伊
耶
那
岐
伊
耶
那
美
命
の
神
話
で
あ
り
、
編
纂
者
は
沙
本
毘
売
伝
承
の
「
愛
」
に
、
岐
美
二
神
の
神
話
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
兄
妹
婚
の
痕
跡
を
残
す
（
）創
世
神
話
に
お
け
る
対
に
な
っ
た
二
神
の
結
婚
は
一
種
の
理
想
婚
（
）と
し
て
描
か
れ
る
。
だ
が
沙
本
毘
古
沙
本
毘
売
の
関
係
は
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
の
火
中
誕
生
譚
を
素
型
と
す
る
物
言
わ
ぬ
子
本
牟
智
和
気
命
誕
生
に
よ
っ
て
岐
美
二
神
の
近
親
相
姦
を
疑
わ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
兄
妹
の
恋
愛
は
読
み
と
れ
な
い
だ
ろ
う
。
本
牟
智
和
気
命
は
大
和
に
対
す
る
出
雲
大
神
の
祟
り
を
う
け
る
王
権
の
側
に
属
す
る
御
子
と
し
て
描
か
れ
る
。
沙
本
毘
古
の
沙
本
毘
売
に
対
す
る
感
情
表
現
は
な
く
、
沙
本
毘
売
の
兄
に
対
す
る
思
い
は
冒
頭
の
と
こ
ろ
で
「
愛
し
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
「
不
レ
得
レ
忍
二
其
兄
一 、
」
に
変
わ
る
。
天
皇
の
沙
本
毘
売
へ
の
思
い
も
「
不
レ
忍
」
「
不
レ
得
レ
忍
」
と
描
か
れ
、
人
間
感
情
の
深
奥
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
毘
売
や
天
皇
の
心
為
を
心
理
的
に
屈
折
さ
せ
な
が
ら
高
い
文
芸
的
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
夫
婦
の
愛
は
岐
美
二
神
の
あ
り
方
と
は
異
な
り
、
互
い
を
思
い
な
が
ら
決
し
て
か
み
あ
う
こ
と
は
な
い
。
万
葉
集
で
は
「
愛
」
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
あ

2
220お
ほ
ほ
し
く
待
ち
か
恋
ふ
ら
む
愛
し
き
（
愛
伎
）
妻
ら
は
い

3
438愛
し
き
（
愛
）
人
の
纏
き
て
し
敷
栲
の
わ
が
手
枕
を
纏
く
人
あ
ら
め
や
う

3
454愛
し
き
や
し
（
愛
八
師
）
栄
え
し
君
の
座
し
せ
ば
昨
日
も
今
日
も
吾
を
召
さ
ま
し
を
え

4
566草
枕
旅
行
く
君
を
愛
し
み
（
愛
見
）
副
ひ
て
そ
来
し
志
賀
の
浜
辺
を
お

4
661恋
ひ
恋
ひ
て
へ
る
時
だ
に
愛
し
き
（
愛
寸
）
言
尽
し
て
よ
長
く
と
思
は
ば
か

4
687愛
し
と
（
愛
常
）
わ
が
思
ふ
こ
こ
ろ
速
河
の
塞
き
に
塞
く
と
も
な
ほ
や
崩
た
む
き

5
894神
な
が
ら
愛
の
盛
に
（
愛
能
盛
）
く

5
904三
枝
の
中
に
を
寝
む
と
愛
し
く
（
愛
久
）
其
が
語
ら
へ
ば
け

6
986愛
し
き
や
し
（
愛
也
思
）
ま
近
き
里
の
君
来
む
と
大
の
び
に
か
も
月
の
照
り
た
る
こ

6
1022父
君
に
わ
れ
は
愛
子
ぞ
母
刀
自
に
わ
れ
は
愛
子
（
愛
兒
）
ぞ
さ

11
2558愛
し
と
（
愛
等
）
思
へ
り
け
ら
し
莫
忘
れ
と
結
び
し
紐
の
解
く
ら
く
思
へ
ば
し

12
2843愛
し
み
（
愛
）
わ
が
思
ふ
妹
を
人
皆
の
行
く
ご
と
見
め
や
手
に
巻
か
ず
し
て
す

12
2914愛
し
と
（
愛
等
）
思
ふ
吾
妹
を
夢
に
見
て
起
き
て
探
る
に
無
き
が
さ
ぶ
し
さ
せ

13
3271わ
が
情
焼
く
も
わ
れ
な
り
愛
し
き
や
し
（
愛
八
師
）
君
に
恋
ふ
る
も
わ
が
心
か
ら
そ

13
3303里
人
の
わ
れ
に
告
ぐ
ら
く
汝
が
恋
ふ
る
愛
し
夫
（
愛
妻
）
は
黄
葉
の
散
り
ま
が
ひ
た
る
た

19
4236天
地
の
神
は
無
か
れ
や
愛
し
き
（
愛
）
わ
が
妻
離
る
こ
の
う
ち
あ

い

う

く

そ

た
は
挽
歌
で
あ
り
、
愛
の
対
象
が
失
わ
れ
て
い
る
。
お

し

す
は
恋
人
に
対
す
る
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
を
表
し
、
か
は
迸
る
情
、
せ
は
報
わ
れ
な
い
恋
に
対
す
る
激
情
を
表
現
し
て
い
る
。
え
の
愛
の
対
象
は
た
ぐ
う
存
在
で
あ
り
、
け
は
月
に
対
し
、
さ
は
紐
が
解
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
の
思
い
を
確
認
し
て
い
る
。
き
は
好
去
好
来
の
歌
、
こ
は
石
上
乙
麻
呂
配
流
の
歌
で
あ
り
共
に
別
離
を
題
材
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
愛
」
は
対
象
と
の
別
離
に
よ
っ
て
報
わ
れ
ぬ
思
い
を
表
出
す
る
用
字
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
垂
仁
天
皇
の
沙
本
毘
売
に
対
す
る
心
情
で
あ
る
。
で
は
次
に
「
愛
重
」
に
つ
い
て
見
る
。
瀬
間
正
之
氏
は
、
こ
の
語
と
『
經
律
異
相
』
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
る
（
）。
管
見
に
入
っ
た
例
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
○
父
母
愛
●
重
●
不
肯
聽
之
。
（
巻
第
十
二
大
正
新
修
大
蔵
経
巻
五
十
三
の
六
三
頁
下
段
）
○
時
彼
長
。
出
行
	觀
。
見
之
愛
●
重
●

問
。

居
父
母
氏
族
今
爲
係
誰
。
（
巻
第
二
十
三
一
二
三
頁
上
段
）
○
却
後
月
一
片
男
。
一
片
女
。
男
色
如
黄
金
。
女
色
如
白
銀
。
士
見
之
。
心
生
愛
●
重
●
如
自
子
。
（
巻
第
三
十
一
六
〇
頁
上
段
）
○
生
婆
陀
王
宮
中
。
爲
太
子
。
其
身
長
大
父
愛
●
重
●
。
（
巻
第
三
十
二
一
七
〇
頁
上
段
）
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○
王
唯
一
子
擧
國
愛
●
重
●
當
襲
王
位
。
（
巻
第
三
十
二
一
七
五
頁
下
段
）
○
死
後
得
生
天
上
。
願
自
然
快
樂
無
極
。
是
故
愛
●
重
●
之
也
。
（
巻
第
四
十
四
二
二
九
頁
上
段
）
○
白
父
母
。
今
我
欲
此
大
和
奉
受
經
戒
。
爲
作
弟
子
。
父
母
愛
●
重
●
不
肯
聽
之
。
（
巻
第
四
十
七
二
四
九
頁
上
段
）
こ
れ
ら
の
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
父
母
か
ら
子
へ
の
「
愛
重
」
で
あ
る
が
、
二
番
目
の
例
は
男
女
間
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
古
事
記
の
表
記
が
漢
訳
仏
典
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
垂
仁
天
皇
の
愛
は
沙
本
毘
売
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
三
段
落
後
半
の
奪
還
計
画
が
実
行
さ
れ
る
。
都
倉
義
孝
氏
は
こ
の
く
だ
り
に
つ
い
て
、
「
取
り
戻
そ
う
と
す
る
夫
個
人
と
し
て
の
愛
に
、
天
皇
で
あ
る
こ
と
の
政
治
的
な
権
力
さ
え
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
（
）」
と
述
べ
ら
れ
、
荻
原
千
鶴
氏
は
、
垂
仁
の
中
に
「
夫
個
人
」
と
「
天
皇
」
の
分
裂
を
示
唆
さ
れ
る
。
荻
原
氏
は
、
個
た
る
垂
仁
天
皇
す
ら
「
天
皇
」
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
て
い
る
姿
を
通
し
、
『
古
事
記
』
の
主
張
す
る
も
の
は
、
抽
象
と
し
て
の
「
天
皇
」
の
超
絶
性
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
）と
指
摘
さ
れ
る
。
垂
仁
天
皇
は
こ
う
し
た
対
極
の
姿
を
も
つ
天
皇
と
し
て
描
か
れ
る
。
夫
帝
の
計
画
を
見
通
し
た
沙
本
毘
売
の
用
意
周
到
な
準
備
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
努
力
は
無
に
帰
す
る
。
「
悔
い
恨
み
て
、
玉
を
作
り
し
人
等
を
悪
み
て
」
の
部
分
に
は
天
皇
の
複
雑
な
心
情
が
描
か
れ
る
。
后
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
こ
れ
程
に
手
を
尽
く
し
、
訴
え
か
け
て
も
心
を
変
え
よ
う
と
し
な
い
后
を
恨
む
。
そ
れ
は
愛
の
裏
返
し
の
感
情
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
早
后
に
直
接
天
皇
の
心
を
訴
え
か
け
る
手
段
は
な
い
。
そ
の
腹
い
せ
に
天
皇
の
恨
み
は
后
の
手
の
玉
を
作
っ
た
玉
作
部
に
向
け
ら
れ
る
。
領
地
を
没
収
す
る
程
の
激
し
い
怒
り
、
そ
れ
は
天
皇
と
い
う
絶
対
権
力
者
で
あ
り
な
が
ら
、
た
っ
た
一
人
の
愛
す
る
后
へ
の
思
い
が
自
ら
が
望
む
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
間
の
輻
輳
し
た
感
情
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
き
れ
ぬ
天
皇
は
四
段
落
で
毘
売
の
母
と
し
て
の
情
に
訴
え
る
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
が
愛
し
く
な
い
は
ず
は
な
い
。
子
の
命
名
、
養
育
は
ど
う
す
る
の
か
。
淀
み
な
い
后
の
答
え
が
返
さ
れ
る
。
次
に
天
皇
は
后
の
職
掌
の
面
か
ら
た
た
み
か
け
る
。
「
浄
き
公
民
」
を
推
挙
す
る
后
に
つ
っ
こ
む
余
地
は
な
い
。
天
皇
は
と
う
と
う
沙
本
毘
古
を
殺
す
こ
と
に
な
り
、
愛
后
も
失
う
。
天
皇
の
個
の
思
い
は
抹
殺
さ
れ
、
治
政
の
為
に
断
を
下
す
「
天
皇
」
の
姿
が
残
る
。
姫
彦
制
と
い
う
王
権
と
は
相
反
す
る
制
度
や
、
兄
妹
の
紐
帯
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
旧
体
制
を
自
ら
と
共
に
崩
り
去
り
、
公
が
成
り
立
つ
よ
う
に
行
動
す
る
の
は
む
し
ろ
沙
本
毘
売
の
方
で
あ
り
、
天
皇
と
后
と
の
間
に
逆
転
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。「
哀
」

「
愛
」
の
表
記
を
用
い
、
夫
婦
の
決
し
て
重
な
り
あ
う
こ
と
の
な
い
報
わ
れ
ぬ
愛
の
姿
を
通
し
て
王
権
の
絶
対
性
を
描
い
た
の
が
古
事
記
の
沙
本
毘
売
伝
承
で
あ
ろ
う
。
四
沙
本
毘
売
伝
承
の
文
学
性
こ
の
伝
承
は
、
伊
耶
那
岐
伊
耶
那
美
神
話
や
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
の
誓
約
神
話
の
話
型
を
利
用
し
な
が
ら
そ
の
範
疇
を
越
え
て
今
に
生
き
る
人
間
を
描
い
て
い
る
。
稲
城
に
籠
っ
た
沙
本
毘
売
は
戦
況
が
滞
っ
て
い
る
間
に
出
産
す
る
。
「
天
皇
の
御
子
と
思
ほ
し
看
さ
ば
、
治
め
賜
ふ
べ
し
。
」
と
い
う
、
物
語
の
聞
き
手
に
は
ど
の
よ
う
に
も
と
れ
る
沙
本
毘
売
の
発
言
で
あ
る
。
対
偶
す
る
名
を
も
つ
兄
妹
の
緊
密
性
、
沙
本
（
沙
穂
）
と
い
う
穀
父
と
穀
母
を
連
想
さ
せ
る
名
を
も
つ
兄
妹
が
稲
城
に
籠
り
、
そ
こ
で
本
（
穂
）
牟
智
和
気
命
と
い
う
穀
童
を
暗
示
す
る
御
子
が
誕
生
す
る
。
そ
の
御
子
は
沙
本
毘
売
の
言
葉
に
、
「
火
の
稲
城
を
焼
く
時
に
当
り
て
、
火
中
に
生
め
る
」
と
あ
り
、
説
話
の
話
型
か
ら
言
え
ば
、
火
の
霊
性
を
付
与
さ
れ
る
は
ず
の
御
子
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
火
中
出
誕
を
し
た
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
の
御
子
た
ち
は
損
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
天
孫
の
御
子
で
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あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
本
牟
智
和
気
命
は
で
あ
っ
た
。
古
事
記
の
聞
き
手
は
、
伊
耶
那
岐
伊
耶
那
美
の
初
出
児
で
あ
る
水
蛭
子
を
連
想
し
、
兄
妹
の
近
親
相
姦
の
疑
惑
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。
天
皇
自
身
は
少
し
も
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
な
く
、
遺
児
を
限
り
な
い
愛
情
で
育
く
む
。
し
か
し
、
船
の
遊
び
に
よ
る
鎮
魂
や
を
捕
獲
し
た
鎮
魂
に
も
拘
ら
ず
、
御
子
は
回
復
し
な
い
。
聞
き
手
は
近
親
婚
の
疑
惑
を
深
め
な
が
ら
物
語
を
享
受
す
る
。
結
末
に
は
出
雲
大
神
の
祟
り
と
い
う
ど
ん
で
ん
返
し
が
用
意
さ
れ
る
。
沙
本
毘
売
は
兄
に
殉
じ
る
と
決
意
し
て
か
ら
一
言
も
自
己
弁
命
を
す
る
こ
と
な
く
果
て
る
。
け
れ
ど
も
本
牟
智
和
気
は
ま
さ
し
く
天
皇
と
沙
本
毘
売
と
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
三
度
目
に
よ
う
や
く
証
明
さ
れ
る
。
聞
き
手
を
最
後
ま
で
引
っ
張
っ
て
行
く
物
語
展
開
や
、
緊
張
の
後
に
沙
本
毘
売
の
身
の
潔
白
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
最
後
の
安
感
は
物
語
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
末
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
兄
と
夫
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
て
揺
れ
動
き
、
旧
体
制
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
、
姫
彦
制
の
終
焉
と
共
に
人
生
の
幕
を
お
ろ
す
沙
本
毘
売
に
は
、
信
義
を
重
ん
じ
る
人
間
と
し
て
の
誇
り
と
潔
さ
が
漂
う
。
逆
境
の
中
で
懸
命
に
生
き
る
ヒ
ロ
イ
ン
像
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
に
は
、
「
三
度
挙
り
て
」
に
始
ま
り
、
三
度
の
繰
り
返
し
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
后
奪
還
計
画
に
お
け
る
「
髪
玉
御
衣
」
、
天
皇
の
言
葉
や
沙
本
毘
売
の
行
動
、
力
士
た
ち
の
奏
上
と
い
っ
た
描
写
も
そ
う
で
あ
り
、
奪
還
失
敗
後
の
天
皇
か
ら
沙
本
毘
売
へ
の
課
題
も
三
度
な
さ
れ
る
。
少
し
で
も
言
い
淀
め
ば
天
皇
の
元
へ
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
迫
感
（
）の
中
で
、
沙
本
毘
売
は
完
璧
な
返
答
を
す
る
。
夫
に
対
す
る
想
い
や
生
ま
れ
た
子
に
対
す
る
愛
し
さ
な
ど
、
毘
売
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
複
雑
な
心
情
は
す
べ
て
聞
き
手
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
る
。
そ
し
て
本
牟
智
和
気
命
に
対
す
る
疑
惑
も
三
度
目
に
よ
う
や
く
晴
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
物
語
は
直
線
的
に
見
え
て
曲
線
的
に
進
み
、
緩
急
を
つ
け
た
展
開
は
聞
き
手
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
そ
こ
に
会
話
文
に
よ
る
文
体
の
創
造
や
細
や
か
な
心
理
表
現
を
織
り
ま
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
場
人
物
の
内
面
を
表
現
し
て
い
る
。
身
崎
壽
氏
は
、
「
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
書
く
こ
と
へ
の
欲
求
、
散
文
を
志
向
す
る
表
現
意
志
が
、
そ
の
実
現
の
方
向
を
さ
ま
ざ
ま
に
模
索
し
て
、
ウ
タ
を
ふ
く
ま
な
い
叙
述
の
方
法
が
と
ら
れ
た
（
）」
の
が
沙
本
毘
売
の
物
語
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
沙
本
毘
売
伝
承
は
、
滅
び
行
く
側
に
身
を
置
き
、
破
滅
に
向
か
う
結
末
を
予
測
し
な
が
ら
散
っ
て
行
く
主
人
公
の
純
粋
な
美
し
さ
を
歌
謡
を
一
首
も
用
い
ず
に
描
き
き
る
、
高
度
な
散
文
の
達
成
を
は
た
し
て
い
る
。
お
わ
り
に
本
牟
智
和
気
命
は
、
姫
彦
制
の
破
壊
と
い
う
王
権
の
原
罪
を
そ
の
出
生
が
担
う
存
在
（
	）
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
沙
本
毘
売
伝
承
に
続
い
て
、
多
く
の
筆
を
さ
く
即
位
し
な
い
で
姿
を
消
し
た
口
を
き
け
な
い
御
子
の
物
語
、
御
子
の
貴
種
流
離
と
出
雲
国
に
お
け
る
復
活
再
生
を
説
く
垂
仁
記
の
後
半
部
の
位
置
づ
け
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
沙
本
毘
売
伝
承
と
の
関
連
性
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
（
1）
神
田
秀
夫
「
垂
仁
天
皇
と
沙
本
毘
売
と
の
物
語
」
『
古
事
記
の
構
造
』
一
九
五
九
年
五
月
明
治
書
院
（
2）
木
村
龍
司
「
古
事
記
に
お
け
る
反
乱
の
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
『
記
紀
論
攷
』
一
九
七
七
年
一
月
笠
間
書
院
（
3）
中
西
進
「
垂
仁
天
皇
」
『
古
事
記
を
よ
む
3
大
和
の
大
王
た
ち
』
一
九
八
六
年
一
月
角
川
書
店
（
4）
青
木
周
平
「
垂
仁
記
沙
本

賣
物
語
に
お
け
る
会
話
文
の
性
格
」
『
國
學
院
雜
誌
』
九
〇
巻
一
〇
号
一
九
八
九
年
十
月
（
5）
倉
塚
曄
子
「
兄
と
妹
の
物
語
」『
巫
女
の
文
化
』
一
九
七
九
年
一
月
平
凡
社
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（6）
古
事
記
傳
二
十
二
之
巻
『
本
居
宣
長
全
集
第
十
巻
』
一
九
六
八
年
十
一
月
筑
摩
書
房
（
7）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
第
五
巻
中
巻
上
』
一
九
七
八
年
四
月
三
省
堂
（
8）
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
第
三
巻
』
一
九
八
八
年
八
月
平
凡
社
（
9）
三
浦
佑
之
「
親
和
と
対
立
」『
万
葉
び
と
の
「
家
族
」
誌
』
一
九
九
六
年
九
月
講
談
社
（
10）
折
口
信
夫
「
水
の
女
」『
折
口
信
夫
全
集
第
二
巻
』
一
九
七
五
年
十
月
中
央
公
論
社
（
11）
山
崎
正
之
「
サ
ホ
ヒ
コ
サ
ホ
ヒ
メ
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
（
垂
仁
天
皇
条
）」『
記
紀
伝
承
説
話
の
研
究
』
一
九
九
三
年
六
月
高
科
書
店
（
12）
浜
田
清
次
「
沙
本
毘
売
の
物
語
に
つ
い
て
」
『
日
本
文
學
研
究
』
第
五
号
一
九
六
二
年
一
月
（
13）
山
崎
正
之
「
サ
ホ
ビ
メ
物
語
そ
の
神
話
性
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
三
巻
一
四
号
一
九
七
八
年
十
一
月
（
14）
前
掲
書
（
4）
（
15）
前
掲
書
（
1）
。
都
倉
義
孝
「
歌
謡
物
語
へ
、
ウ
タ
の
転
成
『
情
』
を
か
ら
め
と
る
王
権
の
仕
掛
け
と
し
て

『
日
本
文
学
』
第
三
四
号
一
九
八
五
年
七
月
。
中
川
ゆ
か
り
「
巫
女
の
膝
枕
」『
羽
衣
学
園
短
大
研
究
紀
要
（
文
学
科
編
）』
第
三
〇
号
一
九
九
四
年
二
月
（
16）
守
屋
俊
彦
「
沙
本
毘
売
の
物
語
に
つ
い
て
そ
の
古
代
的
基
盤
」
『
倉
野
憲
司
先
生
古
稀
記
念
古
代
文
学
論
集
』
一
九
七
四
年
九
月
桜
楓
社
（
17）
荻
原
千
鶴
「
沙
本
売
命
物
語
」
『
日
本
古
代
の
神
話
と
文
学
』
一
九
九
八
年
一
月
塙
書
房
（
18）
前
掲
書
（
17）
（
19）
西
宮
一
民
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
古
事
記
』
一
九
七
九
年
六
月
新
潮
社
（
20）
瀬
間
正
之
「
垂
仁
記
と
漢
訳
仏
典
」
『
記
紀
の
文
学
表
現
と
漢
訳
仏
典
』
一
九
九
四
年
十
月
お
う
ふ
う
（
21）
大
正
新
修
大
蔵
経
所
収
。
順
に
四
巻
六
九
四
頁
、
二
巻
六
二
八
頁
、
一
巻
五
三
四
～
五
三
五
頁
、
二
二
巻
八
八
二
頁
、
二
二
巻
一
五
九
頁
、
三
巻
五
頁
、
三
巻
三
八
七
頁
、
五
三
巻
一
七
四
頁
。
（
22）
前
掲
書
（
20）
の
三
三
頁
の
指
摘
。
大
正
新
修
大
蔵
経
巻
五
三
の
二
三
四
頁
上
段
に
あ
る
。
（
23）
木
村
龍
司
「
記
紀
に
お
け
る
『
心
』『
情
』『
意
』
の
用
字
に
つ
い
て
」
前
掲
書
（
2）
（
24）
阿
部
誠
「
サ
ホ
ビ
メ
の
『
哀
し
き
情
』」『
國
學
院
雜
誌
』
九
七
巻
三
号
一
九
九
六
年
三
月
（
25）
前
掲
書
（
24）
（
26）
吉
井
巖
「
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王
崇
神
王
朝
の
後
継
者
像
」
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
二
』
一
九
七
六
年
六
月
塙
書
房
（
27）
前
掲
書
（
17）
（
28）
前
城
直
子
「
古
事
記
サ
ホ
ヒ
メ
物
語
現
存
形
の
成
立
の
背
景
一

記
紀
の
比
較
を
通
し
て
考
察
す
る
」『
国
士
館
短
期
大
学
紀
要
』
一
二
号
一
九
八
七
年
三
月
（
29）
三
浦
佑
之
「
話
型
と
話
型
を
超
え
る
表
現
物
言
わ
ぬ
子
と
兄
妹
の
説
話
」『
文
学
』
五
四
巻
五
号
一
九
八
六
年
五
月
（
30）
深
沢
忠
孝
「
佐
保
毘
古
王
の
反
逆
」
『
古
事
記
古
代
の
文
学
3』
山
路
平
四
郎
窪
田
章
一
郎
編
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
七
七
年
五
月
（
31）
西
郷
信
綱
「
近
親
相
姦
と
神
話
イ
ザ
ナ
キ
イ
ザ
ナ
ミ
の
こ
と
」『
古
事
記
研
究
』
一
九
七
三
年
七
月
未
来
社
（
32）
工
藤
隆
「
兄
妹
祖
神
神
話
と
兄
妹
の
恋
愛
の
物
語
」
『
古
事
記
の
生
成
』
一
九
九
六
年
一
月
笠
間
書
院
（
33）
前
掲
書
（
20）
（
34）
都
倉
義
孝
「
沙
本
毘
売
物
語
論
ヒ
メ
ヒ
コ
へ
の
回
帰
の
罪
と
祓
い
と
鎮
魂
と
」
『
日
本
文
学
』
二
八
号
一
九
七
九
年
九
月
（
35）
前
掲
書
（
17）
（
36）
前
掲
書
（
34）
（
37）
身
崎
壽
「
文
学
と
散
文
文
学
の
成
立
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
二
巻
二
号
一
九
八
七
年
二
月
（
38）
前
掲
書
（
24）
※
古
事
記
日
本
書
紀
の
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
万
葉
集
は
中
西
進
講
談
社
文
庫
本
に
よ
る
。
（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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